
 令和６年度　第１回函南小学校支援会議（学校運営協議会）記事録

令和６年４月25日 (木)　 

 〈参加者〉学校運営協議会委員　　○稲葉優子（欠）　○辻　真人　○加藤ひとみ

　　　　　　　　　　　　　　　　○山本哲也（欠）　○辻　洋幸  ○石井雅隆　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　○河内香織　　〇水林あや子　　○鈴木　薫

 　　　　　函南小学校　　　　　　○校長　○教頭　○教務

 　　

 １　会長あいさつ

     ・昨年度に引き続き、会長を務めます石井です。よろしくお願いします。

 　　　固くならずに、意見交換をしましょう。

 ２　校長あいさつ

     ・今年度は４回に増えました。

　　・新年度が始まり３週間、落ち着いて授業ができています。欠席が少ないことはよい

 　　　こと。

 　　・運動会が5/24にあります。予備日は5/26になります。

 

 ３　各委員の自己紹介

 

 ５　協議

 （１）今年度の学校経営について

　　　令和６年度学校運営の基本方針を学校長より説明。その後、質問等を求めたが参加

　　者からは出されなかった。承認を求めたところ、全員より拍手を持って承認いただい

　　た。 

 

 （２）各委員より

 　辻委員（仁田区長）より

　・朝学習は自習体制ですか。→１５分×３で、４５分授業としてカウントしています。

 　　　　　　　　　　　　　　　通常の授業と同じです。

 　水林委員より

 　・自己有用感を高めることは大切なこと。どのような手立てをしますか。

　　　　　　　　　　　　　　→児童をほめる。「認める」ことが第一です。クラス等で

　　　　　　　　　　　　　　　の役割を頑張らせ、必要とされている体験を多くできる

 　　　　　　　　　　　　　　　ようにしたい。



   辻委員より

　・学校教育目標「夢に向かい」の夢をもつのが難しい時代。目標から逆算して今何をす

　　べきかを考えられる子に育てたい。目標をもつと、今の行動が違う。目標設定が大事。 

 　河内委員より

　・親が子供の手本となるべき。何でも学校ではなく、家庭でできることは、まず家庭で

 　　やるべきだと思う。

 　石井会長より

　・この支援会議で話し合われたことを広めていきたい。どのようにして保護者に周知し

 　　ていくか。

 　水林委員より

　・ホームページを見にいかなければならないよりも、マメールで全配信した方が読む人

 　　は多い。

 　鈴木アドバイザーより

 　・マメールに添付する形が一番手間がなく、効果的と思われる。

 　加藤委員より

　・配信するのはよいが、文字が多いと読まないので、分かりやすく図等で知らせたいが、

 　　その図を作るのは大変。

 　石井会長より

 　・また、周知する方法は検討していきたいと思う。

 

 ６　その他

 　・次回は、第２回は、６月24日（月）です。


